令和4年度「訪問型家庭教育支援」情報交換会
令和４年12月19日（月）  
大阪府咲洲庁舎　咲洲ホール







令和４年12月19日（月曜日）、各市町村で行われている訪問型家庭教育支援の実践に関わる情報を共有することで、取組みの充実や支援のスキルアップ、事業実施市町村の拡大を図ることを目的に、「訪問型家庭教育支援」情報交換会を開催しました。訪問型家庭教育支援チーム員や市町村教育委員会担当者等にご参加いただき実施しました。
[bookmark: _GoBack]
１「訪問型家庭教育支援」について　　　　　　　　　大阪府教育庁市町村教育室地域教育振興課
　はじめに、大阪府で実施されている訪問型家庭教育支援について、事務局から説明しました。
訪問型家庭教育支援の実施モデルをもとに実施内容や成果についての紹介を行い、各市町村の取組みの工夫を考えるきっかけとしました。また、「未来に向かう力」の育成に向けてリーフレットや手引書について紹介しました。







「保護者とつながるためのより良い関係づくり～SSWの視点を生かした家庭支援～」
大阪府教育委員会SSWSV（スクールソーシャルワーカースーパーバイザー）中山　美和 さん

２
　訪問型家庭教育支援を実施する上で大切にしたい、保護者とつながるための工夫や関係機関との連携のとり方などについて大阪府教育委員会SSWSVの中山美和さんからご講演いただきました。
　SSWとして家庭訪問をする際に気をつけていることなどについて、実際の事例を交えて分かりやすくお話いただきました。また、アセスメントの重要性や関係機関と連携しながら保護者と関わる方法など、参加者が大変参考になる内容でした。








「泉佐野市における訪問型家庭教育支援のとりくみについて」
　　　　泉佐野市教育委員会　学校教育課

３　泉佐野市の取組みについて、担当者の方と実際に活動している訪問支援員の方から発表していただきました。教育支援体制や支援員の役割について担当者から説明いただいた後、訪問支援員より実際の取組みの様子についてケースを紹介しながらお話いただき、参加者の方々の活動における参考としていただきました。








参加者の感想（一部抜粋）
	・SSWの視点でお話を伺えたのはとても良かったです。
・ご講演のお話は、とても実践的で参考になりました。
・泉佐野市のとりくみ、体制がとても参考になりました。学校内に指導員が常時いることは、子どもや保護者にとっても安心できる場になると思います。
・本市の課題に関して、他市の状況等を聞かせていただきたかったので、とても参考になりました。
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